
意見シート

. -・ .K名：一般財団法人民都大阪休眠預金等活用団体
0委員確認欄（総合的な意見）

．． 
意見 評語

記入年月日 ：平成30年12月6日 非常に強い理念があるが、行勤I-当たるまでの制度のまだ不明な点や B 

記入者の氏名
現実に執行するむずかしさを作文せずにそのままとらえておられること
は、よく理解されていると思う．しかし大きな金額を託するためには形而
下の整備がなされていないと不安はある。

一方で大学をはじめ、関西他で活動される専門性の高い人々を結集す
る力は有するので、執行での困難はあるかもしれないが、組織の区切り
を超えて大きな広がりを見せる可能性もある。

※評語欄に記入する記号の考え方

A: 「指定の基準」を十分に満たしていると認められる。

B: 「指定の基準」を満たしていると認められる。
C: 「指定の基準」を満たしているとは認められない。

※区分Aの「十分に満たしている」とは、例えば、具体性、実現可能性、役員の資質

等の点で特に優れていると認められること。

0事務局確認欄 0委員確認欄（着眼点別）

箔眼点 基準 ベ該ー当ジ 公募要領記載の「確認項目」
確認 備考 意見 評語

番号 結果

I意欲
代表理車の考え方は、現在の関係する猪法の矛盾点を知り、地ヽる方。での A 

格差でのについての休眠預金の活用の強い意思を示されてし

役員（代表理寧）の
「3.

社会課題に使対命す感る、
指定 面接においては、指定を受けようとする団体

問題意識、
の基 P3 

（以下「指定申！青団体Jという。）が指定活用

賃任感等について
準に 団体の使命に対する強い実行・実現意志を有

確認する．
つい していること等も確認．
て」
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0事務局確認欄 0委員確認欄（着眼点別）

荒眼点 1 基番号準 1ペ該ー当ジ1 公吾要領記載の「確認項目」 I 確結認果 1 備考 意見 1評語

n業務実施体制・能力の遭確性
休眠預金等交付金に係る資金の活用の目標や基本原則等について以下に記

基本的L意見を徴収してから構築するとしており、異体的な記載が乏し C 

載あり。
い。

①預金業務実施計画が、基本方針を踏まえ、休眠 P62~P80業務実施計画「イ組織全体の使命・目標」、「口業務実施に当たって

第2 P4 等交付金に係る登金の活用の目標や基 の基本的考え方等」
対象とする団体が特定NP'O法人と公益法人であることは害かれている

本原則等に適合していること。
がスコープが、結局各地域ブロックは同じということであれば現時点で的

i)業務実施計画 なお、P523意見シート対応表において、意見シート「確認項目」との対応の記
確に実施できるように計画しているとは考えられない。

が、基本方針を踏ま 裁あり。

え、基本原則（国民
への速元、共助、持 組織運営体制等について以下に記載あり。

練可能性、透明性・ ②業務実施計画において、民間公益活動促 P81~P95業務実施計画「13.組織運営体制等J

説明黄任、公正性、 第2 P4 進業務を適確に実施できる組織運営体制等

多様性、革新性、成 が整備できる見通しが示されていること。 なお、P523意見シート対応表において、意見シー目確認項目Jとの対応の記

果最大化、民間主 載あり。

涌）等に適合してい
るか。 民間公益活動促進業務ごとの実施について以下に記載あり。

③ごと業l務実施計画が、民間公益活動促進業務
P99~P1務36の業実務旅実施計画「ハ基本方針に示された指定活用団体の業務ごとの

第2 P4 こ適確に実施できるものであると認めら
目標、棠 施内容、実施体制、実施計画」

れること。 なお、P523意見シート対応表において、意見シート「確認項目」との対応の記
載あり。

P523怠見シート対応表において、 「進捗管理や助百・協カ・支援及び成果評価 具体的に詰められた。現業実務か実ら施逆計算画すでるなのく、8フロックでヒアリングを行うと
C 

②助成に係る業務を行う部署とは別に、社会 の点検・検証等」について「現実的に段階的に進めて、中期計画の第4ステージ
いうことだけである ではなく、ある程度の竹勅計画

の諸課題ごとに現地鯛査を含む継続的な進 で左記の体制に到達する予定にしております。」との記載あり。
はほしい。

第2 P4 捗管理や助言・協カ・支援及び成果評価の点 P95業務実施計画「13.組織運営体制等」(3)第4ステージ組織図(2020年

検・検証等の機能を適切に発揮できる体制と 09.01付）
公益法人としてすることは、立法サイドと雛総したほうがよい。

すること。 なお、P92業務実施計画「13組織運営体制等」の職員担当表に亭務分学の記
載あり。

P161-Pf62成別の紙多様様式性3」(と1. 評諾貝名簿）※掲戟既
「評語員の横 して各評謡角について以下のとおり記載あり。
・中野秀男（有識者（科学技術））
•堀井良殷（助成財団理苺長）
・三木秀夫（法晋界（弁護士））

④評猫員会は、経済界、金融界や労働界、学
•秋岩永山渚孝二（地方（北海道））
・ 滋（有識者（公認会計士*NPO法人会計基準））

識経験者、マスコミ、ソーシャルセクター（公益 ・大負ー（有識者（会計学＊公益法人会計））

第2 P4 活動に係る分野）等の幅広い分野から人材登 ・尾上選哉（有識者（会計学））

用を図り、構成の多様化を図ることが望まし ・柏木登起（ソーシャルセクター代表理写）

ij)組織運営体制が い。 ・崎元利樹 （助成財団）

整っているか。
•野村卓也（ソーシャルセクター（社会的企業））
・揺本正洋（有諏者（科学技術））
•原丈人（ソーシャルセクター）
•開 梨香（地方（沖緯））
・ 秀樹（有姦者（会計学））
なお、P523怠見シート対応表において、意見シートf確認項目」との対応の記載あり．

⑤理車会は迅速な意思決定を図る観点から、
P163別紙様式3(2.理寧名簿）※掲載順

理事の総数は必要最小限にとどめることが望
• 池内啓三 （非常勤理事）

第2 PS ましい。
・金井宏実（非常勤理亭）

（参考：一般財団法人を設匿する場合、理亭
・出口正之（常勤理車（代表理事））

の人数の下限は3人）
なお、P524意見シート対応表において、意見シート「確認項目」との対応の記
載あり、．

参考
2 P143~P160準備行為実施計画

第2
（スケ 準備行為実施計画の内容が適確に実施でき
ンヽ＊ユ るものとなっているか。

なお、P524意見シート対応表において、意見シート「確認項目」との対応の記
載あり。

ル）
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〇事務局確認欄 0委員確認欄（着眼点別）

箔眼点 1番基準号 ベ該ー当ジ1 公募要領記戟の「確認項目」
確認 備考 意見 評語
結果

l[業務実施体制・能力の遍確性の続き
公益法人を前提としていると、体系の違う管理とどのように融合するの B 

P96~P99 2行業為務業実実務施施実計計施画画計「画「xr15f.. 2莱7収支務支運出予営見算コ込」スみト合J 
かわからない。人員の調達はできるようである．

P137-P14 計」
P160準備為
P517財産目録（平成30年9月11日現在）

財務状態等について以下の記栽あり。
（財産目録）
蛍産合計300万円／負偵合計0円／純資産JOO万円
（収入）

貸借対照表、収支予算害等による財務状態
収入合計；
702偲5362万l千円(2019年度）、703億3458万2千円(2020年度）、703偉6577万4千円

第3 P5 を踏まえ、今後の財務の見通しが適切である (2021年度）、704憶2509万7千円(2022年度）、704億5479万7千円(2023年度）
こと。 （支出）

支出合計：
703億2925万円(2019年度）、703億2138万2千円(2020年度）、703億3607万4千円
(2021年度）、703憶7229万7千円(2022年度）、703億7229万7千円(2023年度｝
うち助成交付金支出：
40億円(2019年度）、40憶円(2020年度）、40憶円(2021年度）、40低円(2022年度）、 40

億円(2023実年施度計） 
準備行為 画期問の費用；7892万9千円

なお、P524意見シート対応表において、意見シート「確認項目」との対応の記載あり＂

法人の財産の管理、運用について理寧、監車が関与する体制について以下に

P記S載定あ款り。第8条（財産の管理）

P430~P431理車の職務権限規程

法人の財産の管理、運用について理車、監事
P469~P475監事監査規程

第3 P6 P476~P484経理規程
が適切に関与する体制を竪備すること。

P491~P512職務実権施限規程（法人全体）
iii)経理的基礎が P81~P99業務 計画「13.組織運営体制等」
整っているか。

なお、P524意見シート対応表において、意見シート「確認項目」との対応の記
載あり。
経理を行うための人員及び体制について以下に記載あり。

経理を適正に行うための十分な人員及び体
P81~P95業務実施計画「13.組織運営体制等」

第3 P6 
制を確保する見込みがあること。 なお、P525意見シ〒卜対応表において、意見シート「確認項目」との対応の記

戟あり。

第3 P6 他とがので団き体るの株意式思等決を定保に有実し質てい紺なにい関こ与とす＇oるこ

゜第3 P6 必要な会計帳簿を備え付けること．

゜
第3 P!l 

他こ民と間の．業公益務活に関動す促る進経業理務とにを関区す分るし経て理整と理そすのる 0 

会計監査‘人を設匿する旨を定款で定めるこ PP会定れ国計め釜ら,.・れ別査故て紙人索い様事るひ式の．び3'案き4'第監"会査条計法第監人4査項人において、「この法人に会計監査人を11く。」と
第3 P6 

゜
名簿）と。

第3 p5・ 
泣,, 資いを・金て付~収靱Iす訟文支こと認ヤベをー会井請ス曇計規の及士程も<}又攀のOjiはにと監文し定査"、め収"法る支曇人こ決のI, 
算監つJ,.い書査意てにはつ見いを

゜
監税理事士のうでちあ少るなくとも1名が公認会計士又は P164井牧月I)子一紙匡（様非（式非常3常勤(．3勤）（ . 監事名簿） ※掲載順

第3 P6 

゜
•久保 ）（弁設会計士）ること。 •島田 公認 士・税理士） ._, ツ10



0事務局確認欄 0委員確認欄（着眼点別）

箔眼点 基準芝叫 公男要領記載の「確認項目」
確認

備考 意見 評語
番号 結果

JI業務実施体制・能力の運確性の続き

評がの定価機羹、そ評関能の係を価後畏者ののたもみ定すまへう数のの評総で批価務、判た日はは常外入あ的れ部るにて、の定ラコでイ性ンンセは定でプ内性どト部面う共で行で有あっのとてる団いいが体うく現こ内のと状でかはでのわ雲委絹かわ員織られ会はなるがい確そ。

C 
専門的能力等について以下に記裁あり。

①に行関っ民たす間実る公績十益を分活有な動す知やる識ソなをーど有シ、すャ民るル間ほ・公イかノ益、ペ活助ー動成シ促をョ進ン

P168~P339別紙様式4(履歴菩）

外部の専門家等について以下に記載あり。 立すぺきだと思う。
第3 P6 業務を適確に実施するために足る知識・技術

P528~P538公益財団法人関西大阪21世紀協会関係吾類

を有する役職員を置くとともに、必要に応じ外
P539~P544評価委員会就任予定者

部の専門家等を活用すること。 なお、P525意見シート対応表において、意見シート「確認項目」との対応の記
載あり。

専門的能力等について以下に記載あり．

②る十特分にな、資知金見分や配ネ団体になり得る団体に関す
P168~P339別紙様式4(履歴菩）

基iv礎)技が術竪的っ（て専い門る的）
ットワーク等を有すること、 外部の専門家等について以下に記載あり。

第3 P6 
非資金的支援を必要に応じて外部の団体や P528~P538公益財団法人関西大阪21世紀協会関係香類

か。
専門家とも連携しつつ伴走型で提供できる能 P539~P544評価委員会就任予定者
力を有すること、!CT等を桔極的に活用するこ
と， なお、P525意見シート対応表において、意見シート「確認項目」との対応の記

載あり。

専門的能力等について以下に記裁あり。
P168~P339別紙様式4(履歴菩）

③と及まびた、案件組成・案件発掘能力を有するこ 外部の専門家等について以下に記裁あり。
第3 P6 科学技術分野の動向に知見を有する P528~P538公益財団法人関西大阪21世紀協会関係菩類

ことが認められることが望ましい。 P539~P544評価委員会就任予定者

なお、P525意見シート対応表において、意見シート「確認項目」との対応の記
載あり．

学者の衿持が強すぎるので、実務遂行をきちんとされるかわからない． B 

． 

v)役員（代表理亭）「3.

は適確に運営する
指定 面接においては、指定を受けようとする団体

十分な資黄（マネジ の基 P3 
（以下「指定申諸団体」という。）が指定活用

準に 団体の使命に対する強い実行・実現意志を有
メントの能力等）を
持っているのか。

つい していること等も確認。
て」
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〇事務局確認欄 〇委員確認欄（着眼点別）

落眼点 1基準該当 公募要領記載の「確認項目」
確認 備考 意見 評語

番号ベージ 結果

m中立性・公正性
［組織運営体制に関する苺項】

コンプライアンス・ガバナンスについては強いこだわりを感じる。 A 

P8f~P95棠務実施計画「13.組織運営体制等」 報醐は機揖を批准しており、公正性を担保しようということがわかる。

①め民に間、コ公ン益プ活ライ動ア促ン進ス業施務策のの適検正討な等実を施行のうた組
上記のうち、 P91~P92業務実施計画「(2)第2ステージ組織図{2020.9.1付）」におい
て、

第2 P4 
織（外部の有識者等も参加するもの。）及びそ

「コンブライアンス施策の検討等を行う組織及びその下に実施等を担う部箸」として、

の下に実施等を担う部署を設置すること。
rコンブライアンス委員会」、「総務部」（コンプライアンス統括部）の記裁あり。

なお、 P526意見シート対応表において、意見シート「確認項目」との対応の記栽あり。

③姿資金金分配団体において休眠預金等に係る
PB1~P95莱務実施計画「13.組織運営体制等」
上記のうち、 P~1 ~P92 業務実施計画「(2)第2ステージ組織図(2020.9.1付）」におい

第2 P4 
が公正に活用され、車業が適正に遂行さ て、 ヽ

れるよう監督するために必要な専門部署を設 助成先団体の監習を実施する部署として「助成先監習室Jの記載あり。

匿すること。
なお、P527意見シート対応表において、怠見シート「確認項目」との対応の記載あり。

【諸規程等に関する事項】

第2 PS. ①租”的評に役組議程員~員山会の藷t,)<運及頑び営規る理を荏こ公事と、正会．情にの報行運公ウ営開た規規め則程にや等必緯要理一な規殷
゜

i)公正性を確保す
第2 PS 

②すとは民。る評間、当評饉公譲議益員決員活会議又動又には但1まっ珂進理キ事烹ヽてを会汗特捻の摂別い茫決のた議の利上案に害で当に関行た定係うっめこをてると有をこ 謳゚芦3織:本-"出悶·"国覗＇漁呵は亨、蓬財をll/0繰盟いの"1た絆の~上羅定で~●め行会なに想又梃わはれっ翌蠅てな畢当"．会コ螂れンのばブ決織なラ縁にらイになつア当いンいた．スてっ特体て別制は）叩定害間、悶賓●会蓬菖する評
るために組織運営 除令した上で行なわれな1 えならなL•
体制・諸規程が整備
されているか。不正

Q動訊迅峨速促職揉な進発集員見に務溢及規対びし程門て是の認匡正案をに呼期品定的めばにこる「と利こ認をと益民。椙閤は反公試に益該、活

行為や利益相反防
止等の絹織運営上

第2 PS 

゜
の工夫がなされてい
るか．

P428別紙様式7(役貝及び評論貝の年間報醜等見込額並びに器貝の給与の年間支給見込額
について）

④民間公益活動促進業務に係る理事、監車 ず。）
及び評諾員に対する報酬等については、民 庶貝（智理礎以外）の一人当たり給与：6,340千円（人数・1人6級1号但し、退牒給与分は含ま

第2 PS 
間事業者の役員の報醒等及び従業員の給 ず。）
与、指定活用団体の経理の状況その他の事 職貝（宕理諜以外）の一人当たり給与：5.723干円（人数:1人5級1号但し、退牒給与分は含ま

情を考怠して不当な水準とならないような支 ず。）

給の基準を諸規程等に定めること。 謡贔次負））（管理牒以外）の一人当たり給与：5.327千円（人数：1人4級1号但し、退腺給与分は含ま
（笛理職以外）の一人当たり給与；5,000千円（人数：0人（中途採用 4月から9月まで順

P非PP499常8711-勁-業P理P9務94吝実13棠2施人務役計：実貝3画,6藉施「9人件妥栢箕の考え方」
6計千画円において、「人件費稜算の考え方」について記載あり。
醐規程、P414評議負の報酬等に開する規程、P415~P427瑚貝給与規

（次ページに続 程・
なお、P527意見シート対応表において、意見シート「確認項目」との対応の記数あり。

- + 4 4 4 
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0事務局確認欄 〇委員確認欄（着眼点別）

藩眼点 討 ペ該ー当ジ 公募要領記載の「確認項目J 悶 備考 意見 評語

（前ペ ジにご記入ください） ~. 

（前ページか 四内（公閣4益1府桂コに定ンよプ法るラに公イ規益ア定法ンす人スる規のコ程認ン定プのライ有ア無ンにスかのか順わ守ら）ず第、8条本財団の役臓員は
前

らの綬き）

⑤議体のので民員あ間関、理る公係事こ者益と、活にを監対動諸事し促規A＊職進程特業員等別務そにののを定利行他め益うのるをに指こ与当と定えたく活なり用い、評団も

公益社団法人及び公益財
ペ

事な団法1. い法」認と使も人い定用ののう法で人）認第以あそ定下るの5等をこ条他にと順三の」関守号政すしの令るな「で法そけ定律れのめ1車ば平るな業成当らを十該な行八法いう年人。に法の当偉第四十九号。以下f公益認定

I 

第2 P5 

゜
ジ

たり、社員，評揺員，理事，監 ビ
関係者に対し特別の利益を与え

~ 
だ
さ
い
~ 一

第2 " 
⑥諸規不正程行等為を備やえ利る益こ相と反ロ防止のために必要な

P4J8~P439評コン議ブ員ラ及イびア役ン職ス規員程と資金分配団体及び民間活勁を行う団体等との関係規則
P440~P443 

第2 es 

゜
P444~P446内部通報制度規程・

第2 e5 ⑧定活益定動をめ民の与個をる間行えこ公人とるう益又。者行は活に為動団対を促体し行進の、わ寄利業な脱務益いそをのこ行のみとう他をのに諸の増当規特大た程別をり等図の、に特利る

゜

第2

゜
P第（残144余9条定財款産このの帰法属人が）溝算をする湯合において有する残余財産はや評騎員会の

決贈譲与をす経るもての、認とす定る法。第5条第17号に掲げる法人又は国若しくは地方公共団体に

ク10 



0事務局確認欄 〇委員確認欄（着眼 点別）

I昇I叫箔眼点 公舜要領記載の「確認項目」 I 結確認果 1 ・備考 l評語意見

m中立性・公正性の続き

①者数（監が各又亭理は、に理事3.1J{つ事にい等のつ,:総内いiの数℃同.. 親様当族.と分該等しの理まで事1すあを及）る超令び理えそ事なののい配合こ偶計と Pる3。68別紙様式6(役員又は職員の構成についての確認書）が提出されてい

問題なし A 

第4 P6 

゜
第4 P6 ②そる超理のえ他事な他ののいこ同れこ合一とに計，，（準数監団ずが事体るに．の相理つ理互事い事にのて又密総もは両接数職樟な!1)晨関と3でし孫分まあのにするあ9者）を． 

゜
Pる3。68別紙様式6(役員又は職員の構成についての確認舎）が提出されてい

ii)役員又公は正職性員のの
構成点が、

P292-P339別紙様式4{屈歴舌（謡貝））

観から適切か。利
職貝↓令8名のうち、

益相反防止の工夫
学校法人関西大学から6名

がなされているか。
職特定貝8名のうち、
非営利活劫法人大阪NPOセンターから5名

第4 P6 
③職員が特定の団体の出身者に偏らないこ 聡貝の措成に関する考え方について以下に記裁あり。
と。 P75業務実施計画r10.(3l人の葉合である文化面の里視J

P97業務実施計画「人件致積箕の考え方」
P145準備行為実施計画「I.[人苺に対する基本プラン］」

P368別紙様式6(役貝又は謡負の措成についての確認舌）が接出されている。

なお、P527怠見シ ト対応表Lおいて、意見シ ト「確認項目」との対応の記裁あり。

③民閤公益活動促進業務以外の業務を実施
P5181公別益紙活様式8(民間公益活動促進業務以外の業務に関する説明書） 機構からの金額としをて初考年え度なかくら700億を想定しているが、ヒ大をきすなる運こ用益と A 

第5 P7 
することにより、民間公益活動促進業務の実

民間 活動促進業務以外の業務を行う予定はないとしている。
の差額を専業 てよいか？規定等での強1 とが望

施に支降を及ぽすおそれがないものであるこ
まれるが、実際に交付される金額がそうでない場合には該当なし。

iii)民間公益活動促 と。
な載おあ、りP。527意見シート対応表において、意見シート「確認項目」との対応の記

進業務以外の業務

を行っている務場を合に 第5 p亀7 ①職てい民員る間、・組こ公と織益。及活び動予促算進等業が務実と質その的他に区の分業さ務れの
は、その業 行う ゜ことによって業務の
公正な実施に支障

②務民とな間っ公て益い活る動こ促と。進業務が法人の主たる業を及ぽさないか。 第5 P7 

゜
第5 P7 ④す業る社務お会又そ的はれ信公のの用あを秩る維序業持若務すしをくるは行上善わでな良ふのいさこわ風と俗し。く鴫をな害い Q 

「3.
面接においては、指定を受けようとする団体

強い気持ちが伝わる．特1-t也域格差に対する強いメッセージがある。 A 

（以下「指定申請団体」という。）が指定活用
iv)役員（代表理亭）指定 団体の使命に対する強い実行・実現意志を有
は中立性・公正性に の基

P3 
していること等も確認。

対する強い意識が 準に 民間公益活動促進業務の適確かつ公正な
あるか。 つい 実施に支降を及ぼすヽおるそ既れ存がのな団く体、特で定はの困目

て」 的を有して活動してし 難

な、中立的な立場を守る必要がある。

wその他
制度がまだカバ できていない論点をよく理解されている。

業務実施計画・準傭行為実施計画の内容等に関する加点・減点ポイントなど上
記I~mに関する点を除く。 ゜

7;10 



口

~ 
着眼点

．
 

0委員確認欄（着眼点別）

意見 ビ」

第, i" I②る一法般r一律財般（団平社法成団人,.法で年人あ法及る律びこ第一と。.. 般号財）団Jに法規人定に関されするIo ,_ 

一

欠格車由 第6 !Pl 

指定申請団体が、下記①～③のいずれにも
該当しないこと。
Ic 法第17条第3項各号に掲げる団体
②法第"条第江員の規定により指定を取り消

I 
＇され、その取消しの日から 3年を経過しない団
体
碑員のうちに次のいずれかに該当する者
がいる団体
イ禁錮以上の悧Jiこ処せられ、その刑の執行を
終わり、又は執行を受けることがなくなった日
から3年を経過しない者
口法の規定により罰金の刑に処せられ、その
刑の執行を終わり・"は執行を受けることが
なくなった日から3年を経過しない者

o, ― 

指定活用団体指定申請書（別紙様式1参照）

I 
l①指定申精団体の基本情報（別紙様式2参照）

1"'定款

③記事項証明書

二::二：：類
⑥業務実籠計画（様式自由）

イ組織全体の使命•目標

品＿
0

①一。竺品一品一。虫。①一。
口業務実施に当たっての基本的考え方等

゜ハ基本方針に示された指定活用団体の棠
務ごとの目標、業務の実施内容、実施体制、
実施計画 ゜ 可/10



着眼点 1 基番準号

必無要及害載緑び類香の類の有上有

のの記確 無

0事務局確認欄

ペ該ー当ジ 公募要領記載11)「確認項目」 悶I 備考

⑦準備行為実腕計画（様式自由）
（ 有゚） ＇― 

優プロ先セ的スにの解明決確す化べき社会の諸課題の決定の
0'一

成資金のプ分ロ配セ団ス体のの明公確募化に（向渚け金た提各供種契書約類書の等作） 1 ゚

評確価化指針・マニュア）いの作成のブロセスの明 1 0 

シのン明ポ確ル化マークの作成準僅、決定のプロセス J o 

各種規程等の塾備のプロセスの明確化 Jo 

C資l'金;.,分ス配テム団体のに企対画すのるプ公ロ募セス・助の成明等確に化係るl1 ゚

Rを関含す評む議る。事員）項、の役を氏員記名、載、職住し員た所及書、履び類会歴（別計及紙監び様査専式人門3的（及就能び任力4予参等定照に者） I , 無X） 

⑨定評者識の就員、任役承員諾、書職'員"及紙び様会式計5参監照査）人への就任予I , 有〇） 

⑩を指成類及役定が（別ぽ職の、紙民す員基様間お準（就式公そに任6益れつ参予活がい照定動なて）者い促」のをも進「含の業第むで務4あ。の）役るに公こ員つ正と又いな」をはて実確職、施上認員に記しの支た「構3叫書. （有゚） 

⑪民間公益活動促進業務規程の案｛様式自由） |（有。） 

P161-Pl67"紙様式3については、申請受付期間内(10月9日-5日）に受
領した資料ー式には含まれておらず、チェックリストと申訊書類に齢鏃がある旨
の通知を指定申訊団体に行った後に受領したものであるため．

法第"条第2項第1号において、民間公益活動促進業務規程に定めることとさ
れているもののうち「資金分配団体及び民間公益活動を行う団体の選定の基
準」に関し、以下に記載あり．

基本方針に示された指定活用団体の業務ご
との実施の方法に関する事項 a l民間公益活動促進業務に関する規程の案のうちP'79~P,S1

第"条（資金分配団体選定の基準）

民間公益活動促進業務の遣正を確保するた
めの体制の整備に関する事項（ガバナン
ス、コンプライアンス体制に関する事項等）

休眠預金等に係る資金の活用対象の範囲

業務委託の基準

契約に関する基本的事項

収支決算書に係る外部監査の実施に関する
車項

。゚

゜

第14条（選定における留意事項）
第15条（民間公益活動を行う団体の選定の基準）

o, 一

゜

0委員確認欄（着眼点別）

意見 評語

9/10 



〇事務局確認欄 0委員確認欄（着眼点別）

渚眼点 翡 '_当_ , 公募要領記載の「確認項目」 確認 備考
結果

意見 評語

゜
⑫各種規程等（様式自由） 品
青識員会の運常に関する規程 品
・理事会の運営に関する規程 ゜（有）•投員及び評語員の報酬等に関する規程 ゜（有）
の支紙・員職給様指の員見定年式の間を込7給参受該額与照け頑を等）た示字）に場し見関た合込す資に額る料お並規をけび9添る呈に（役付指職す員定員る及活のこび用給と評団"与饂'体の別 品

・理車の職務権限に関する規程 ゜（有）噌倫理に関する規程 品
・コンブライアンスに関する規程 ゜（有｝

必無要及載認書び書類の類有上有
・公益通報者保護に関する規程 ゜（） のの記確 の 無 情報公開に関する規程 ゜（有）
9文書管理に関する規程 ゜（） ・リスク管理に関する規程 品
・監事の監査に関する規租 ゜（） ・経理に関する規程 ゜（有）・組織（事務局）に関する規程 ゜（） 

⑬あび（申っ前財頑て産事のは業目日、録年その度並の属にび設すおに立るけ当時事る亨に業貸烹お年惜午け度対巴るに照に財骰表お産立、け●損さる録れ益収）た計支法算予人害算に及書
〇
（有）

I及今'ま民ぽ照、民す問）間お公公そ益益れ活活が勁動な促促い送進旨；業を務説務以明の外し公のた正菜書な務類実を（別施行紙にう支様湯陣式合をに8 品
⑮を類含指（別む定紙。を様）受が式け欠9よ格参う事照と由す）にる該法人当し及なびい役こ員と（を就菩任約予す定る者書 品
⑯一覧行政（別機紙関様か式ら'受""け照た）指導等に対する措置状況の 品
⑰事務所のレイアウト図（様式自由） 品
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